






















は 4因子で構成されており、第 1因子は心理的要因・行動的要因、第 2因子は環境
要因、第 3因子は過去要因、第 4因子は逆転項目からなる論理的で緻密な性格を有
している傾向からなる因子であった。
t 検定の結果、プロデューサー型人材は、一般企業に所属する人材と比較して、他
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者に対する思いやりや共感性が高いということが実証され、プロデューサー型人材は
思いやりが高く、彼らにとって思いやりが重要な資質であるということが明らかにな
った。このことから、プロデューサー型人材育成の場において、思いやりを育む教育
が重要になってくることが示唆される。しかしながら、日本における思いやりは海外
と比較しても低く、日本の教育現場が抱える課題として、思いやりを高める教育が進
んでいないことが挙げられる。今後、この課題を解決することで、プロデューサー型
人材のような優秀な人材の育成が可能になり、日本社会に変革をもたらすことができ
るだろう。
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